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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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ミシンで作る女性の自立　ＰＫＷＩを支援する会

自分の目でアフリカを見る　 玉川学園高等部・中学部
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28

吉澤 啓　アフリカ部企画役（TICAD・開発政策分析担当）
JICA UPDATE25

近づく、アフリカ
ICTで革新を起こせ！ 国を超えた産官学の大連携　ルワンダ
国づくりを象徴する希望の橋　南スーダン
感染症対策の最前線で　ガーナ
“可能性の大陸”に挑む企業

希望の果実を育てる　ザンビア

「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・ココシリ

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

表紙　
©Getty Images

近年、情報・通信や金融などの
サービス産業の成長が著しい
アフリカは、「最後のフロンティ
ア」として世界から注目が集まっ
ている
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近
づ
く
、ア
フ
リ
カ

特集 
近づく、アフリカ 日本とアフリカの

つながりを知ろう！

特 

集
54
の
国
が
ひ
し
め
く
ア
フ
リ
カ
は
、
今
や
世
界
で
も
高
い
経
済
成
長
率
を
見
せ
る
〝
可
能
性
の
大
陸
〞
だ
。

特
に
、
成
長
を
け
ん
引
す
る
民
間
企
業
の
発
展
が
、
将
来
の
展
望
を
大
き
く
広
げ
つ
つ
あ
る
。

８
月
に
ケ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ
る
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
）
を
踏
ま
え
、

新
た
な
局
面
を
迎
え
る
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
よ
う
。

※2015年11月時点 （出典：「アフリカビジネスに関わる日本企業リスト」、アフリカ開発銀行アジア代表事務所・アフリカビジネスパートナーズ）

（出典：日本政府観光局（JNTO））

（出典：JETRO）

〔アフリカに進出している日本企業の国別拠点数〕

〔輸出〕 〔輸入〕

〔業種別アフリカビジネスに関わる日本企業の数〕
※一つの企業が複数国に拠点を持つ場合は、その国ごとにカウントする
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第5位
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第5位

ケニア

エジプト

ナイジェリア、モロッコ

タンザニア

40
39
28
26

30
29
26
23

38一般機械第1位 南アフリカ共和国
自動車・輸送用機器

農林水産

電気・電子・情報機器、開発コンサル

専門・中堅商社

日本を訪れるアフリカ出身者の数

（出典：UNWTO、PATA、各国政府観光局、各国統計局／作成：日本政府観光局（JNTO）） ※各年10月1日時点 （出典：外務省）

アフリカを訪れる日本人の数 アフリカ在住の日本人の数

※各年12月末時点 （出典：法務省） ※各年5月1日時点 （出典：日本学生支援機構）

日本在住のアフリカ出身者の数 日本へのアフリカ留学生の数

※エジプト、リビアを除く（出典：JETRO）

輸送用
機器
54％

鉱物性燃料
（原油、液化天然
ガスなど）

42％
原料別製品
（鉄鋼、ゴム製品など）

15％

原料別製品
（鉄鋼、非鉄金属など）

30％

一般機械
（原動機、建設用・
鉱山用機械など）

15％

原料品
（鉄鉱石など）

11％

食料品
8％

約
86
億ドル

約
115
億ドル

日本の対アフリカ直接投資残高の推移
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日本の地域別貿易額（2015年）
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（年） （年）
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その他 9％その他 11％電気機器
5％

年々増加している5年間で1.6倍に増加

人のつながり

人のつながり

経済のつながり

（人）

日本
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アフリカ
日本

2005 1999 2000 2005 2010 20152010 2014

ここ10年で
約2,000人増加

8,050人

6,069人

アフリカ
1.8％

アフリカ
1.4％

約
6,483
億ドル

アジア
48.9％北米
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アジア
53.3％

北米
21.4％

欧州
11.5％

大洋州 2.8％

中南米 
4.5％

中東 4.2％ ロシア 1.0％

約
6,251
億ドル
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タンザニアが増加傾向

や
法
律
の
制
約
が
企
業
の
拡
大
を
妨
げ
て
い
る

と
、
平
野
理
事
は
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
課
題
を

克
服
す
る
た
め
に
、
ア
フ
リ
カ
地
域
経
済
共
同
体

（
R
E
C
s
）
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
統
合
の
動
き

が
活
発
化
し
て
お
り
、
今
後
の
進
展
と
そ
れ
に
伴

う
経
済
効
率
の
向
上
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ア
フ
リ
カ
で
成
長
す
る
た
め

に
は
、
国
境
の
壁
を
越
え
て
多
国
籍
企
業
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
民
間
企
業
や
団
体
の
存
在
が
、
今
後
の
開
発
協

力
と
、ア
フ
リ
カ
の
再
成
長
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。

を
進
め
て
き
た
。
特
に
、
２
０
０
８
年
の
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
以
降
、
日
本
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

成
長
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組
み
（
オ
ー
ナ

ー
シ
ッ
プ
）
と
、
国
際
社
会
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
重
視
し
た
開
発
協
力
を
推
進
し
て

い
る
。
投
資
に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
、
ア
フ

リ
カ
へ
の
新
た
な
関
わ
り
方
が
生
ま
れ
た
の

も
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
の
こ
ろ
か
ら
だ
。

　
５
回
目
ま
で
は
５
年
ご
と
に
日
本
で
開
催
さ

れ
て
き
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
だ
が
、
前
回
か
ら
３
年

目
の
今
年
、
初
め
て
ア
フ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
。
今
後
は
３
年
ご
と
に
、
日
本

と
ア
フ
リ
カ
で
交
互
に
開
催
す
る
予
定
だ
。

　「
世
界
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
日
本
は
名
脇
役

と
し
て
の
地
位
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開

発
援
助
に
つ
い
て
も
、
金
額
や
量
で
は
な
く
、

中
身
が
問
わ
れ
ま
す
」
と
平
野
理
事
は
強
調
す

る
。「
ア
ジ
ア
の
成
長
経
験
を
そ
の
ま
ま
ア
フ

リ
カ
に
持
ち
こ
む
だ
け
で
は
、
ア
フ
リ
カ
に
対

す
る
答
え
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
フ
リ
カ
が
必

要
と
し
て
い
る
も
の
を
的
確
に
届
け
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
」

　
ア
フ
リ
カ
は
現
在
、
主
に
資
源
や
農
産
物
な

ど
の
一
次
産
品
を
輸
出
し
て
、
加
工
品
や
工
業

製
品
を
輸
入
し
て
い
る
。
工
業
製
品
を
輸
出
す

る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ジ
ア
の
成
長
国
と
は
、
取

近
づ
く
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ

新
世
紀
の
航
路
を
開
け

援
助
か
ら
投
資
へ

民
間
の
力
が
生
き
る

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
が
世
界
と
出
会
う
大
航

海
時
代
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
明
の
永
楽
帝
が
送

り
出
し
た
鄭
和
の
船
団
は
、
ア
フ
リ
カ
東
海
岸

の
ケ
ニ
ア
に
到
達
し
、
キ
リ
ン
を
持
ち
帰
っ
て

皇
帝
を
喜
ば
せ
た
。
そ
れ
か
ら
６
世
紀
が
た
と

う
と
す
る
今
、ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
は
、

や
は
り
中
国
を
軸
と
し
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
20
世
紀
末
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
は
欧
米
の
先
進

国
に
資
源
や
農
産
品
を
売
り
、
先
進
国
か
ら
工

業
製
品
を
購
入
し
て
い
た
。
一
方
ア
ジ
ア
は
産

業
の
近
代
化
、
特
に
中
国
の
成
長
に
よ
っ
て
、

資
源
を
輸
入
し
加
工
品
を
輸
出
す
る
側
に
変
わ

っ
た
。
20
世
紀
末
か
ら
今
ま
で
に
、
世
界
の
資

源
需
要
は
お
よ
そ
５
割
増
加
し
た
が
、
増
加
分

を
輸
入
し
て
い
る
の
は
お
お
む
ね
中
国
だ
。「
ア

ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
が
変
わ
り
、
中
国
が

存
在
感
を
強
め
て
い
く
中
で
、
日
本
が
ど
の
よ

う
に
ア
フ
リ
カ
に
関
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ

ェ
ト
ロ
）
の
平
野
克
己
理
事
は
指
摘
す
る
。「
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
、
地
理
的
な
距
離
感
だ
け
で

遠
い
と
言
っ
て
い
て
は
、
日
本
は
成
長
す
る
ア

フ
リ
カ
経
済
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
き
ま
す
」

　
確
か
に
中
国
の
影
響
力
は
強
い
が
、
ア
フ
リ

カ
市
場
で
ト
ッ
プ
を
占
め
る
日
本
企
業
も
少
な

く
な
い
。
成
功
し
て
い
る
の
は
、
自
分
た
ち
の

技
術
を
元
に
、
ア
フ
リ
カ
で
何
が
で
き
る
か
、

現
地
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
を
考
え
て
、
真
剣
に
市

場
作
り
に
取
り
組
ん
だ
企
業
だ
。
既
存
市
場
向

け
に
作
ら
れ
た
商
品
や
売
り
方
に
拘
泥
せ
ず
、

市
場
に
合
わ
せ
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
企
業
を
強
く
す
る
。
そ

れ
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
、ア
フ
リ
カ
市
場
だ
。

　「
10
年
前
に
は
、
ア
フ
リ
カ
は
日
本
人
に
と

っ
て
ま
っ
た
く
新
し
い
世
界
で
し
た
が
、
今
は

ア
フ
リ
カ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
、
行
き
た

い
と
思
う
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

と
の
つ
な
が
り
は
、確
実
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
平
野
理
事
は
言
う
。

　
先
進
国
の
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
関
心
は
、
冷

戦
終
結
後
に
低
下
し
た
。
そ
の
状
況
に
一
石
を

投
じ
た
の
が
日
本
だ
。
日
本
は
１
９
９
３
年
に

最
初
の
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）

開
催
を
主
導
し
て
以
来
、国
際
機
関
や
諸
外
国
、

民
間
企
業
、
市
民
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
と
共
に
ア
フ
リ
カ
の
成
長
に
向
け
た
支
援

る
べ
き
対
策
が
違
う
の
だ
。Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
以

来
の
開
発
協
力
は
、
そ
う
し
た
ア
フ
リ
カ
な
ら

で
は
の
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
り
、
官
民

協
力
や
Ｂ
Ｏ
Ｐ
支
援
な
ど
、
新
し
い
開
発
支
援

の
形
が
広
が
り
始
め
た
。
技
術
協
力
も
、
た
だ

漠
然
と
技
術
を
提
供
し
て
質
の
高
い
製
品
を
作

る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
ア
フ
リ
カ
市
場

で
買
い
手
が
付
く
も
の
を
リ
サ
ー
チ
し
た
上
で

製
作
す
る
形
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　
日
本
の
み
な
ら
ず
、
以
前
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ

の
関
与
が
深
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
援
助
機
関
も
、

ア
フ
リ
カ
市
場
の
変
化
を
踏
ま
え
て
新
た
な
援

助
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
経

済
を
変
え
た
モ
バ
イ
ル
マ
ネ
ー
「
エ
ム
ペ
サ
」

も
、
研
究
の
開
始
に
当
た
っ
て
は
英
国
国
際
開

発
省
（
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
の
後
押
し
が
あ
っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
経
済
が
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
80
年

代
と
同
じ
経
済
的
な
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る

中
で
開
催
さ
れ
る
今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
は
、

新
た
な
ア
フ
リ
カ
と
の
関
わ
り
方
が
問
わ
れ
る

も
の
と
な
る
。「
今
の
ア
フ
リ
カ
は
、
政
権
の

質
と
厚
く
発
達
し
た
民
間
経
済
の
二
点
で
、
80

年
代
の
ア
フ
リ
カ
と
は
異
な
り
ま
す
。
困
難
は

あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
も
秘
め
て
い

る
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
ア
フ
リ
カ
経
済
で
す
」

　
ア
フ
リ
カ
は
多
く
の
国
に
分
断
さ
れ
、
国
境

0
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近
づ
く
、ア
フ
リ
カ

特集 
近づく、アフリカ 日本とアフリカの

つながりを知ろう！

特 

集
54
の
国
が
ひ
し
め
く
ア
フ
リ
カ
は
、
今
や
世
界
で
も
高
い
経
済
成
長
率
を
見
せ
る
〝
可
能
性
の
大
陸
〞
だ
。

特
に
、
成
長
を
け
ん
引
す
る
民
間
企
業
の
発
展
が
、
将
来
の
展
望
を
大
き
く
広
げ
つ
つ
あ
る
。

８
月
に
ケ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ
る
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
）
を
踏
ま
え
、

新
た
な
局
面
を
迎
え
る
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
よ
う
。

※2015年11月時点 （出典：「アフリカビジネスに関わる日本企業リスト」、アフリカ開発銀行アジア代表事務所・アフリカビジネスパートナーズ）

（出典：日本政府観光局（JNTO））

（出典：JETRO）

〔アフリカに進出している日本企業の国別拠点数〕

〔輸出〕 〔輸入〕

〔業種別アフリカビジネスに関わる日本企業の数〕
※一つの企業が複数国に拠点を持つ場合は、その国ごとにカウントする

第 2位

第 3位

第 4位

第5位

第 1位
第 2位

第 3位

第 4位

第5位

ケニア

エジプト

ナイジェリア、モロッコ

タンザニア

40
39
28
26

30
29
26
23

38一般機械第1位 南アフリカ共和国
自動車・輸送用機器

農林水産

電気・電子・情報機器、開発コンサル

専門・中堅商社

日本を訪れるアフリカ出身者の数

（出典：UNWTO、PATA、各国政府観光局、各国統計局／作成：日本政府観光局（JNTO）） ※各年10月1日時点 （出典：外務省）

アフリカを訪れる日本人の数 アフリカ在住の日本人の数

※各年12月末時点 （出典：法務省） ※各年5月1日時点 （出典：日本学生支援機構）

日本在住のアフリカ出身者の数 日本へのアフリカ留学生の数

※エジプト、リビアを除く（出典：JETRO）

輸送用
機器
54％
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（原油、液化天然
ガスなど）

42％
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15％
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（原動機、建設用・
鉱山用機械など）

15％

原料品
（鉄鉱石など）

11％

食料品
8％

約
86
億ドル

約
115
億ドル

日本の対アフリカ直接投資残高の推移
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日本
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ここ10年で
約2,000人増加

8,050人

6,069人

アフリカ
1.8％

アフリカ
1.4％

約
6,483
億ドル
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や
法
律
の
制
約
が
企
業
の
拡
大
を
妨
げ
て
い
る

と
、
平
野
理
事
は
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
課
題
を

克
服
す
る
た
め
に
、
ア
フ
リ
カ
地
域
経
済
共
同
体

（
R
E
C
s
）
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
統
合
の
動
き

が
活
発
化
し
て
お
り
、
今
後
の
進
展
と
そ
れ
に
伴

う
経
済
効
率
の
向
上
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ア
フ
リ
カ
で
成
長
す
る
た
め

に
は
、
国
境
の
壁
を
越
え
て
多
国
籍
企
業
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
民
間
企
業
や
団
体
の
存
在
が
、
今
後
の
開
発
協

力
と
、ア
フ
リ
カ
の
再
成
長
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。

を
進
め
て
き
た
。
特
に
、
２
０
０
８
年
の
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
以
降
、
日
本
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

成
長
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組
み
（
オ
ー
ナ

ー
シ
ッ
プ
）
と
、
国
際
社
会
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
重
視
し
た
開
発
協
力
を
推
進
し
て

い
る
。
投
資
に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
、
ア
フ

リ
カ
へ
の
新
た
な
関
わ
り
方
が
生
ま
れ
た
の

も
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
の
こ
ろ
か
ら
だ
。

　
５
回
目
ま
で
は
５
年
ご
と
に
日
本
で
開
催
さ

れ
て
き
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
だ
が
、
前
回
か
ら
３
年

目
の
今
年
、
初
め
て
ア
フ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
。
今
後
は
３
年
ご
と
に
、
日
本

と
ア
フ
リ
カ
で
交
互
に
開
催
す
る
予
定
だ
。

　「
世
界
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
日
本
は
名
脇
役

と
し
て
の
地
位
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開

発
援
助
に
つ
い
て
も
、
金
額
や
量
で
は
な
く
、

中
身
が
問
わ
れ
ま
す
」
と
平
野
理
事
は
強
調
す

る
。「
ア
ジ
ア
の
成
長
経
験
を
そ
の
ま
ま
ア
フ

リ
カ
に
持
ち
こ
む
だ
け
で
は
、
ア
フ
リ
カ
に
対

す
る
答
え
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
フ
リ
カ
が
必

要
と
し
て
い
る
も
の
を
的
確
に
届
け
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
」

　
ア
フ
リ
カ
は
現
在
、
主
に
資
源
や
農
産
物
な

ど
の
一
次
産
品
を
輸
出
し
て
、
加
工
品
や
工
業

製
品
を
輸
入
し
て
い
る
。
工
業
製
品
を
輸
出
す

る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ジ
ア
の
成
長
国
と
は
、
取

近
づ
く
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ

新
世
紀
の
航
路
を
開
け

援
助
か
ら
投
資
へ

民
間
の
力
が
生
き
る

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
が
世
界
と
出
会
う
大
航

海
時
代
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
明
の
永
楽
帝
が
送

り
出
し
た
鄭
和
の
船
団
は
、
ア
フ
リ
カ
東
海
岸

の
ケ
ニ
ア
に
到
達
し
、
キ
リ
ン
を
持
ち
帰
っ
て

皇
帝
を
喜
ば
せ
た
。
そ
れ
か
ら
６
世
紀
が
た
と

う
と
す
る
今
、ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
は
、

や
は
り
中
国
を
軸
と
し
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
20
世
紀
末
ま
で
、
ア
フ
リ
カ
は
欧
米
の
先
進

国
に
資
源
や
農
産
品
を
売
り
、
先
進
国
か
ら
工

業
製
品
を
購
入
し
て
い
た
。
一
方
ア
ジ
ア
は
産

業
の
近
代
化
、
特
に
中
国
の
成
長
に
よ
っ
て
、

資
源
を
輸
入
し
加
工
品
を
輸
出
す
る
側
に
変
わ

っ
た
。
20
世
紀
末
か
ら
今
ま
で
に
、
世
界
の
資

源
需
要
は
お
よ
そ
５
割
増
加
し
た
が
、
増
加
分

を
輸
入
し
て
い
る
の
は
お
お
む
ね
中
国
だ
。「
ア

ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
が
変
わ
り
、
中
国
が

存
在
感
を
強
め
て
い
く
中
で
、
日
本
が
ど
の
よ

う
に
ア
フ
リ
カ
に
関
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ

ェ
ト
ロ
）
の
平
野
克
己
理
事
は
指
摘
す
る
。「
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
、
地
理
的
な
距
離
感
だ
け
で

遠
い
と
言
っ
て
い
て
は
、
日
本
は
成
長
す
る
ア

フ
リ
カ
経
済
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
き
ま
す
」

　
確
か
に
中
国
の
影
響
力
は
強
い
が
、
ア
フ
リ

カ
市
場
で
ト
ッ
プ
を
占
め
る
日
本
企
業
も
少
な

く
な
い
。
成
功
し
て
い
る
の
は
、
自
分
た
ち
の

技
術
を
元
に
、
ア
フ
リ
カ
で
何
が
で
き
る
か
、

現
地
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
を
考
え
て
、
真
剣
に
市

場
作
り
に
取
り
組
ん
だ
企
業
だ
。
既
存
市
場
向

け
に
作
ら
れ
た
商
品
や
売
り
方
に
拘
泥
せ
ず
、

市
場
に
合
わ
せ
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
企
業
を
強
く
す
る
。
そ

れ
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
、ア
フ
リ
カ
市
場
だ
。

　「
10
年
前
に
は
、
ア
フ
リ
カ
は
日
本
人
に
と

っ
て
ま
っ
た
く
新
し
い
世
界
で
し
た
が
、
今
は

ア
フ
リ
カ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
、
行
き
た

い
と
思
う
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

と
の
つ
な
が
り
は
、確
実
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
平
野
理
事
は
言
う
。

　
先
進
国
の
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
関
心
は
、
冷

戦
終
結
後
に
低
下
し
た
。
そ
の
状
況
に
一
石
を

投
じ
た
の
が
日
本
だ
。
日
本
は
１
９
９
３
年
に

最
初
の
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）

開
催
を
主
導
し
て
以
来
、国
際
機
関
や
諸
外
国
、

民
間
企
業
、
市
民
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
と
共
に
ア
フ
リ
カ
の
成
長
に
向
け
た
支
援

る
べ
き
対
策
が
違
う
の
だ
。Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
以

来
の
開
発
協
力
は
、
そ
う
し
た
ア
フ
リ
カ
な
ら

で
は
の
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
り
、
官
民

協
力
や
Ｂ
Ｏ
Ｐ
支
援
な
ど
、
新
し
い
開
発
支
援

の
形
が
広
が
り
始
め
た
。
技
術
協
力
も
、
た
だ

漠
然
と
技
術
を
提
供
し
て
質
の
高
い
製
品
を
作

る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
ア
フ
リ
カ
市
場

で
買
い
手
が
付
く
も
の
を
リ
サ
ー
チ
し
た
上
で

製
作
す
る
形
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　
日
本
の
み
な
ら
ず
、
以
前
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ

の
関
与
が
深
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
援
助
機
関
も
、

ア
フ
リ
カ
市
場
の
変
化
を
踏
ま
え
て
新
た
な
援

助
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
経

済
を
変
え
た
モ
バ
イ
ル
マ
ネ
ー
「
エ
ム
ペ
サ
」

も
、
研
究
の
開
始
に
当
た
っ
て
は
英
国
国
際
開

発
省
（
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
の
後
押
し
が
あ
っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
経
済
が
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
80
年

代
と
同
じ
経
済
的
な
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る

中
で
開
催
さ
れ
る
今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
は
、

新
た
な
ア
フ
リ
カ
と
の
関
わ
り
方
が
問
わ
れ
る

も
の
と
な
る
。「
今
の
ア
フ
リ
カ
は
、
政
権
の

質
と
厚
く
発
達
し
た
民
間
経
済
の
二
点
で
、
80

年
代
の
ア
フ
リ
カ
と
は
異
な
り
ま
す
。
困
難
は

あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
も
秘
め
て
い

る
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
ア
フ
リ
カ
経
済
で
す
」

　
ア
フ
リ
カ
は
多
く
の
国
に
分
断
さ
れ
、
国
境
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中
敦
之
さ
ん
だ
。

　「
I
C
T
は
、
社
会
・
経
済
開
発
の
ツ

ー
ル
と
し
て
非
常
に
多
く
の
可
能
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
一
つ
で

す
。
ル
ワ
ン
ダ
は
資
源
が
な
く
、
工
業

や
農
業
も
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
I
C
T
を
強
化
し
て
あ
ら
ゆ

る
産
業
の
課
題
解
決
に
役
立
て
、
経
済

成
長
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
国
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
」。

　
２
０
１
０
年
、
山
中
専
門
家
は
ル
ワ

ン
ダ
の
第
三
次
国
家
I
C
T
戦
略
の
策

　
実
は
、
日
本
に
も
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T

人
材
育
成
を
担
う
機
関
が
あ
る
。
I
C
T

専
門
職
大
学
院
の
神
戸
情
報
大
学
院
大
学

（
K
I
C
）
だ
。
ル
ワ
ン
ダ
出
身
の
12
人

を
含
め
、
現
在
ア
フ
リ
カ
12
カ
国
か
ら

計
49
人
の
留
学
生
が
、
I
C
T
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
コ
ー
ス
で
社
会
課
題
解
決
の
た

め
の
実
践
的
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
盛
ん
な
留
学
の
背
景
に
あ

る
の
が
、〝
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
※ 

〞

だ
。
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
２
０

１
３
年
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
T
I
C
A
D 

V
）
で
、
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
ア
フ
リ
カ
の

若
者
の
た
め
の
産
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
提
唱
し
た
も
の
だ
。
５
年

間
で
１
０
０
０
人
の
ア
フ
リ
カ
の
若
者

に
対
し
て
、
日
本
の
大
学
院
で
の
教
育

と
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
セ

ッ
ト
に
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
受

け
入
れ
校
の
一
つ
が
、
神
戸
情
報
大
学

院
大
学
な
の
だ
。

　
福
岡
賢
二
副
学
長
は
、「
私
た
ち
が
目

指
す
の
は
、
社
会
の
課
題
を
自
ら
発
見

し
、
I
C
T
と
人
間
力
で
解
決
に
導
く

〝
探
究
型
人
材
〞
の
育
成
で
す
。
課
題
を

認
識
し
、
解
決
の
た
め
の
仮
説
を
立
て

る
。
そ
の
上
で
、
必
要
な
技
術
や
人
材
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
〝
探
究

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
〞
の
手
法
を
学
生
た
ち

は
身
に
付
け
る
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
開
始
以
前
か

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
K
I
C
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
ル
ワ
ン
ダ

が
雷
大
国
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ

こ
で
、
同
社
は
避
雷
器
の
設
置
を
現
地

で
行
お
う
と
検
討
を
始
め
た
。
将
来
的

に
は
、
H
e
H
e 

L
a
b
s
が
同
社
と
組

み
、
雷
の
事
前
警
報
シ
ス
テ
ム
を
展
開

す
る
構
想
も
あ
る
と
い
う
。

　
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通
じ
た
K
I

C
と
ル
ワ
ン
ダ
の
つ
な
が
り
は
、
今
で

は
神
戸
市
や
地
元
の
I
C
T
企
業
な
ど

を
も
巻
き
込
む
動
き
に
広
が
っ
て
い
る
。

同
市
は
「
神
戸
創
生
戦
略
」
の
中
で
、
次

代
の
基
幹
産
業
振
興
に
ま
つ
わ
る
事
業

の
一
つ
と
し
て
、〝
ア
フ
リ
カ
と
の
経
済

交
流
〞
を
掲
げ
て
お
り
、
今
年
５
月
に

は
神
戸
市
と
キ
ガ
リ
の
間
で
、
I
C
T
に

よ
る
課
題
解
決
に
向
け
た
共
同
宣
言
が

発
表
さ
れ
た
。

　
I
C
T
で
未
来
を
切
り
開
く
―
―
。
そ

の
共
通
目
標
の
下
、
神
戸
市
と
ル
ワ
ン

ダ
は
両
者
の
産
官
学
を
歯
車
に
、
大
連

携
を
展
開
し
始
め
て
い
る
。
目
指
す
は
、

多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
相
互
作
用
で
革
新

を
生
み
出
す
環
境
、〝
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
〞
の
構
築
だ
。

　
５
月
11
日
、
キ
ガ
リ
に
あ
る
H
e
H
e 

L
a
b
s
の
一
室
に
、
神
戸
市
視
察
団
の

姿
が
あ
っ
た
。
久
元
喜
造
市
長
や
福
岡

副
学
長
を
は
じ
め
、
市
や
K
I
C
、
神

戸
市
内
の
I
C
T
企
業
な
ど
か
ら
計
16

人
が
、
ル
ワ
ン
ダ
と
の
I
C
T
連
携
の

可
能
性
を
探
り
に
視
察
に
訪
れ
て
い
た

の
だ
。
皆
の
視
線
が
一
人
の
ル
ワ
ン
ダ

の
青
年
に
注
が
れ
る
。

　「
僕
た
ち
が
提
供
す
る
物
流
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
G
P
S

（
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ッ

ク
の
位
置
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
追

跡
で
き
ま
す
。
運
転
手
と
も
連
絡
を
取

れ
る
た
め
、
物
流
の
効
率
性
改
善
に
役

立
ち
ま
す
」。
説
明
が
終
わ
る
と
、
青
年

と
神
戸
市
の
I
C
T
企
業
代
表
者
ら
が

名
刺
交
換
を
始
め
た
。

　
H
e
H
e 

L
a
b
s
は
、
ア
プ
リ
開
発

で
自
社
事
業
を
展
開
す
る
傍
ら
、
高
校

生
を
含
む
起
業
家
の
卵
た
ち
に
技
術
的

な
指
導
や
事
業
化
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
支
援
も
手
掛
け
て
い
る
。
晴

れ
て
起
業
に
成
功
し
た
場
合
は
、
事
業

利
益
の
20
％
を
継
続
的
に
H
e
H
e

L
a
b
s
に
還
元
す
る
仕
組
み
だ
。

　
代
表
取
締
役
の
ク
ラ
リ
ス
・
イ
リ
バ

ギ
ザ
さ
ん
は
、
現
在
K
I
C
に
留
学
中

の
ム
ガ
ル
ラ
さ
ん
ら
と
共
同
で
２
０
１

０
年
に
H
e
H
e 

L
a
bs
を
設
立
。
二

人
は
、
２
０
１
２
年
に
J
I
C
A
の
支

援
を
通
じ
て
、
K
I
C
で
２
カ
月
間
の

研
修
を
受
け
て
い
る
。「
K
I
C
で
学
ん

だ
探
究
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
手
法
を
H
e

H
e 

L
a
b
s
の
社
員
や
起
業
家
た
ち

に
伝
え
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
誰
か
ら
で
も
生
ま
れ
得
る
も
の
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
に
は
、
若
い
世
代

が
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
か
ら
支
援
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
」
と
、
ク
ラ
リ
ス
さ
ん
は

強
調
す
る
。

　
視
察
団
の
一
人
、
レ
ッ
ク
ス
バ
ー
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
の

田
中
秀
和
代
表
取
締
役
は
、
ル
ワ
ン
ダ

と
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
事
業
の
先
駆
者

だ
。
田
中
さ
ん
は
、「
知
人
に
ル
ワ
ン
ダ
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
ア
プ
リ
開
発
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
仕
事
の
一
部
を
彼
に

委
託
し
て
み
る
と
、
技
術
力
と
仕
事
の

仕
方
の
両
面
で
、
日
本
の
要
求
水
準
で

一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
分
か
っ
た
の
で
す
」
と
話
す
。

　
田
中
さ
ん
は
、
こ
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開

発
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
２
０
１

４
年
に
キ
ガ
リ
に
W
i
r
e
d
I
n
社
を

設
立
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ル
ワ
ン
ダ
人
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
同
社
の
代
表
取
締
役
を

務
め
る
一
方
、
田
中
さ
ん
は
そ
の
日
本

支
社
を
経
営
す
る
。
W
i
r
e
d
I
n
キ

ガ
リ
本
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
す
る
現
地

の
大
学
生
の
中
に
は
、
同
社
の
推
薦
を

受
け
て
、
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
応

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

神
戸
に
撒
い
た
I
C
T
連
携
の
種

I
C
T
産
業
振
興
の
ノ
ウ
ハ
ウ
　

ル
ワ
ン
ダ
モ
デ
ル
を
ア
フ
リ
カ
展
開

特集 
近づく、アフリカ

や
久
元
市
長
、
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
は
ク
ラ

リ
ス
さ
ん
や
I
C
T
商
工
会
議
所
の
ア

レ
ッ
ク
ス
・
ナ
タ
レ
所
長
、
関
係
省
庁

の
大
臣
な
ど
が
参
加
。
さ
ら
に
、
F
a
b

L
a
b
提
唱
者
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
の
教
授
も
出
席
す
る
な
ど
、

国
を
超
え
て
産
官
学
の
主
要
な
関
係
者

ら
が
一
堂
に
会
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、「
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
経

済
成
長
を
維
持
・
拡
大
す
る
に
は
、
I
C

T
強
化
が
必
須
で
す
」
と
ク
ラ
ベ
ー
ル
・

ガ
テ
テ
財
務
・
経
済
計
画
大
臣
。
久
元

市
長
も
、
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通

じ
た
人
材
育
成
協
力
は
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
と
神
戸
市
、
双
方
の
I
C
T
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
神
戸
市
は
今
、
ル
ワ
ン
ダ
や
ア
フ
リ

カ
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
積
極
的
に
主
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

K
I
C
と
地
元
の
I
C
T
企
業
が
連
携

し
、
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T
分
野
の
教
師

向
け
に
、
実
践
的
な
技
術
を
教
授
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
を
展
開
す
る
計
画
も

あ
る
と
い
う
。

　「
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通
じ
た
神

戸
市
と
ル
ワ
ン
ダ
の
大
連
携
は
、
志
と

役
割
認
識
を
持
っ
た
両
国
の
多
様
な
ア

ク
タ
ー
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
築
き
上
げ

ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
留
学
生
に
と

っ
て
は
、
卒
業
し
て
か
ら
が
本
番
で
す
。

社
会
の
〝
困
っ
た
〞
を
、
思
い
描
い
た

仮
説
で
検
証
し
、
解
決
に
導
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」。
そ
う
語
る
福
岡
副
学

長
は
、
こ
の
I
C
T
連
携
が
生
む
可
能

性
あ
ふ
れ
る
未
来
を
確
信
し
て
い
た
。

（
編
集
部
　
湯
澤
絵
里
子
）

ムガルラさんがKICで
研究・開発を進める、
健康状態の初期診
断アプリケーション。
今年２月に母国ルワ
ンダの地方部を視察
した結果、クリニック
での利用の可能性も
あることが分かった

HeHe Labsで名刺交換するルワンダの起業
家と日本側のICT企業代表。今回の視察は、
新たなビジネスチャンス発掘の機会となった

特集 
近づく、アフリカ

募
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
、

日
本
の
修
士
課
程
で
学
ぶ
傍
ら
、
W
i
r

e
d
I
n
日
本
支
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を

し
、
帰
国
後
は
キ
ガ
リ
本
社
を
は
じ
め

と
す
る
I
C
T
企
業
で
、
プ
ロ
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
羽
ば
た
く
の
だ
。

　
５
月
12
日
、
I
C
T
起
業
家
を
目
指

す
若
者
を
支
援
す
る
k
―
L
a
b
の
隣

で
〝
F
a
b
L
a
b
〞
が
開
所
式
を
迎
え

た
。
F
a
b
L
a
b
は
、
製
品
の
試
作
品

な
ど
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
づ
く

り
の
場
。
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す

る
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
k
―

L
a
b
と
連
動
し
、
相
乗
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

製
造
業
で
は
製
造
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
み
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
い
う
。

　
１
０
０
人
を
超
え
る
関
係
者
が
詰
め

掛
け
た
開
所
式
で
は
、
３
D
プ
リ
ン
タ

ー
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使
い
、

地
元
の
若
者
た
ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製

品
作
り
に
い
そ
し
ん
で
い
た
。

　
こ
れ
ら
多
方
面
の
取
り
組
み
で
若
者

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す
る
ル

ワ
ン
ダ
。
そ
の
知
見
を
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
移
転
す
べ
く
、
同
日
、
キ
ガ
リ
で
有

識
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）

ア
フ
リ
カ
会
合
の
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
J
I
C
A
が
主
催
し
た
こ
の
会

合
に
は
、
日
本
側
か
ら
は
山
中
専
門
家

ら
、〝
ア
フ
リ
カ
の
奇
跡
〞
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
の
経
済
成
長
を
遂
げ
た
ル
ワ
ン
ダ
。

そ
ん
な
同
国
が
、
２
０
０
０
年
代
初
頭

か
ら
標
榜
す
る
の
が
、
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
立
国
だ
。

　「
私
が
初
め
て
ル
ワ
ン
ダ
を
訪
れ
た
２

０
０
９
年
、
ア
フ
リ
カ
随
一
の
I
C
T

環
境
を
目
指
し
て
通
信
網
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
活
用
で

き
る
人
材
や
組
織
、
企
業
の
育
成
が
課

題
で
し
た
」。
そ
う
振
り
返
る
の
は
、

J
I
C
A
専
門
家
と
し
て
I
C
T
を
通

じ
た
社
会
・
経
済
開
発
を
支
援
す
る
山

I
C
T
で
革
新
を
起
こ
せ
！

国
を
超
え
た
産
官
学
の
大
連
携

ら
、
ア
フ
リ
カ
、
中
で
も
ル
ワ
ン
ダ
に

お
け
る
I
C
T
の
潜
在
力
に
着
目
し
て

い
た
福
岡
副
学
長
は
、
K
I
C
と
同
国

の
連
携
を
け
ん
引
す
る
開
拓
者
だ
。

　
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
K
I
C
に

留
学
中
の
ム
ガ
ル
ラ
・
ア
ミ
リ
さ
ん
は
、

医
療
分
野
の
ア
プ
リ
開
発
研
究
に
打
ち

込
む
。「
ル
ワ
ン
ダ
に
は
、
家
庭
を
訪
問

し
て
簡
単
な
診
療
な
ど
を
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
が
村
ご
と

に
い
ま
す
。
で
も
、
地
方
部
で
は
機
材

が
不
足
し
て
い
て
、
大
き
な
病
院
か
ら

も
離
れ
て
い
る
た
め
、
満
足
に
診
療
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
」。
そ
う
話
し
な
が
ら
、

彼
は
小
型
の
セ
ン
サ
ー
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
取
り
出
し
た
。

　「
こ
の
セ
ン
サ
ー
を
指
に
挟
ん
で
、
心

拍
数
、
体
温
、
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
を

測
り
ま
す
。
こ
れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
接
続
し
、
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と

で
計
測
値
や
グ
ラ
フ
が
見
ら
れ
、
結
果

も
自
動
分
析
さ
れ
ま
す
。
ヘ
ル
ス
ワ
ー

カ
ー
が
デ
ー
タ
を
病
院
に
送
れ
ば
、
医

師
に
よ
る
正
式
な
診
断
も
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
」。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
既
に
H
e
H
e 

L
a
b
s

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
企
業
を

立
ち
上
げ
て
い
る
ム
ガ
ル
ラ
さ
ん
は
、

「
帰
国
後
、
保
健
省
か
ら
投
資
を
受
け
ら

れ
れ
ば
、
事
業
化
を
進
め
て
遠
隔
地
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
日
本
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
側
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
。
避
雷

器
の
製
造
・
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
中

小
企
業
・
音
羽
電
機
工
業
株
式
会
社
は
、

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
立
国
を
掲
げ
る
ア
フ
リ
カ
の
小
国
・
ル
ワ
ン
ダ
。

同
国
か
ら
多
く
の
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
留
学
す
る
神
戸
情
報
大
学
院
大
学
は
、

日
本
政
府
が
ア
フ
リ
カ
の
産
業
人
材
育
成
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

〝
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
〞
の
受
け
入
れ
先
の
一
つ
だ
。

同
学
と
ル
ワ
ン
ダ
の
つ
な
が
り
は
、
市
や
地
元
企
業
に
広
が
り
、

I
C
T
で
共
に
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
壮
大
な
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

ア
　
ベ

ア

　ベ

企業

大学 ICT商工会議所

福岡副学長

KIC留学中の
ムガルラさん

久元市長

神戸市キガリ

ICT人材育成・産業促進
に関する連携協定

オフショア開発

ICTによる課題解決に
向けた共同宣言

インターンの
受け入れ

etc...etc...

日本アフリカ
ルワンダ

クラリス
代表取締役

アレックス
所長

第三次国家ICT戦略

山中専門家
（ICT 政策上級顧問）

＜アフリカの産業人材育成のための修士課程とインターンシップの留学プログラム＞

ABEイニシアチブ

スキルを身に付けたアフリカの学生が、日本とアフリカをつなぐ人材として活躍

目指せ、ICT立国！
“ICT×アフリカ”で地方創生！

■ABEイニシアチブを通じた神戸市とキガリのICT連携

修士留学生の
受け入れ

　　
ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
は
、
幾
重

に
も
連
な
る
丘
の
斜
面
に
広
が
る
。
街

は
独
特
の
地
形
の
美
し
さ
に
加
え
、
秩

序
と
清
潔
感
を
保
ち
、
自
分
の
頭
の
中

の
〝
ア
フ
リ
カ
〞
が
現
実
よ
り
二
歩
も

三
歩
も
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
わ

ず
か
20
余
年
前
、
こ
の
地
で
人
口
の
１

割
以
上
も
の
命
が
失
わ
れ
る
内
戦
が
起

き
た
こ
と
は
、
今
は
想
像
に
難
い
。

　
経
済
産
業
基
盤
が
崩
壊
し
た
状
態
か

ア
フ
リ
カ
の
奇
跡
と
呼
ば
れ
た
国
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
立
国
へ
の
ス
タ
ー
ト

ル
ワ
ン
ダ
×
神
戸

両
輪
で
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ABEイニシアチブを通じて
KICに留学中のルワンダ
の学生たち。農業や災害
対策、アニメなど、さまざま
な分野でICTの活用を目
指す

k-Labに集まるキガリの
若者たち。ICT商工会
議所の会員企業などか
ら講師が訪れ、週に数
回、ビジネスセミナーな
ども開催される

ワ
イ
ヤ
ー
ド
　
イ
ン

フ
ァ
ブ
　
ラ
ボ

ICT企業

キガリ

定
を
支
援
し
た
。
産
官
学
の
利
害
関
係

者
を
集
め
、
８
カ
月
間
か
け
て
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
を
集
約
し
た
戦
略
づ
く
り

を
徹
底
。
２
０
１
１
年
に
実
現
し
た

I
C
T
商
工
会
議
所
の
設
置
は
、
そ
の

成
果
の
一
つ
だ
。

　
I
C
T
商
工
会
議
は
翌
年
、
若
い
世

代
の
I
C
T
起
業
家
の
育
成
と
交
流
の

場
と
し
て
、
J
I
C
A
の
支
援
の
下
、

〝
k
―
L
a
b
〞
を
設
置
し
た
。
大
学
生

な
ど
が
起
業
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

功
し
つ
つ
あ
る
な
ど
、
I
C
T
人
材
が

着
実
に
育
ち
つ
つ
あ
る
。

ケ
ー
　
ラ
ボ

ヘ
　
　  

ヘ
　
　
　 

ラ
　
　   

ボ

※African Business Educatuion Initiative for Youth

FabLabの３Ｄプリンターで農業用の土壌測定器の試作品を作る学
生。世界各国のFabLabは、ネットワーク化により知識やデザインを
共有している。ものづくりの国際標準化が進む

July 2016                       0809　                   July 2016

July 2016                       1011　                   July 2016

Rwanda
ルワンダfrom



中
敦
之
さ
ん
だ
。

　「
I
C
T
は
、
社
会
・
経
済
開
発
の
ツ

ー
ル
と
し
て
非
常
に
多
く
の
可
能
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
一
つ
で

す
。
ル
ワ
ン
ダ
は
資
源
が
な
く
、
工
業

や
農
業
も
発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
I
C
T
を
強
化
し
て
あ
ら
ゆ

る
産
業
の
課
題
解
決
に
役
立
て
、
経
済

成
長
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
国
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
」。

　
２
０
１
０
年
、
山
中
専
門
家
は
ル
ワ

ン
ダ
の
第
三
次
国
家
I
C
T
戦
略
の
策

　
実
は
、
日
本
に
も
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T

人
材
育
成
を
担
う
機
関
が
あ
る
。
I
C
T

専
門
職
大
学
院
の
神
戸
情
報
大
学
院
大
学

（
K
I
C
）
だ
。
ル
ワ
ン
ダ
出
身
の
12
人

を
含
め
、
現
在
ア
フ
リ
カ
12
カ
国
か
ら

計
49
人
の
留
学
生
が
、
I
C
T
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
コ
ー
ス
で
社
会
課
題
解
決
の
た

め
の
実
践
的
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
盛
ん
な
留
学
の
背
景
に
あ

る
の
が
、〝
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
※ 

〞

だ
。
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
２
０

１
３
年
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
T
I
C
A
D 

V
）
で
、
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
ア
フ
リ
カ
の

若
者
の
た
め
の
産
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
提
唱
し
た
も
の
だ
。
５
年

間
で
１
０
０
０
人
の
ア
フ
リ
カ
の
若
者

に
対
し
て
、
日
本
の
大
学
院
で
の
教
育

と
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
セ

ッ
ト
に
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
受

け
入
れ
校
の
一
つ
が
、
神
戸
情
報
大
学

院
大
学
な
の
だ
。

　
福
岡
賢
二
副
学
長
は
、「
私
た
ち
が
目

指
す
の
は
、
社
会
の
課
題
を
自
ら
発
見

し
、
I
C
T
と
人
間
力
で
解
決
に
導
く

〝
探
究
型
人
材
〞
の
育
成
で
す
。
課
題
を

認
識
し
、
解
決
の
た
め
の
仮
説
を
立
て

る
。
そ
の
上
で
、
必
要
な
技
術
や
人
材
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
〝
探
究

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
〞
の
手
法
を
学
生
た
ち

は
身
に
付
け
る
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
開
始
以
前
か

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
K
I
C
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
ル
ワ
ン
ダ

が
雷
大
国
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ

こ
で
、
同
社
は
避
雷
器
の
設
置
を
現
地

で
行
お
う
と
検
討
を
始
め
た
。
将
来
的

に
は
、
H
e
H
e 
L
a
b
s
が
同
社
と
組

み
、
雷
の
事
前
警
報
シ
ス
テ
ム
を
展
開

す
る
構
想
も
あ
る
と
い
う
。

　
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通
じ
た
K
I

C
と
ル
ワ
ン
ダ
の
つ
な
が
り
は
、
今
で

は
神
戸
市
や
地
元
の
I
C
T
企
業
な
ど

を
も
巻
き
込
む
動
き
に
広
が
っ
て
い
る
。

同
市
は
「
神
戸
創
生
戦
略
」
の
中
で
、
次

代
の
基
幹
産
業
振
興
に
ま
つ
わ
る
事
業

の
一
つ
と
し
て
、〝
ア
フ
リ
カ
と
の
経
済

交
流
〞
を
掲
げ
て
お
り
、
今
年
５
月
に

は
神
戸
市
と
キ
ガ
リ
の
間
で
、
I
C
T
に

よ
る
課
題
解
決
に
向
け
た
共
同
宣
言
が

発
表
さ
れ
た
。

　
I
C
T
で
未
来
を
切
り
開
く
―
―
。
そ

の
共
通
目
標
の
下
、
神
戸
市
と
ル
ワ
ン

ダ
は
両
者
の
産
官
学
を
歯
車
に
、
大
連

携
を
展
開
し
始
め
て
い
る
。
目
指
す
は
、

多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
相
互
作
用
で
革
新

を
生
み
出
す
環
境
、〝
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
〞
の
構
築
だ
。

　
５
月
11
日
、
キ
ガ
リ
に
あ
る
H
e
H
e 

L
a
b
s
の
一
室
に
、
神
戸
市
視
察
団
の

姿
が
あ
っ
た
。
久
元
喜
造
市
長
や
福
岡

副
学
長
を
は
じ
め
、
市
や
K
I
C
、
神

戸
市
内
の
I
C
T
企
業
な
ど
か
ら
計
16

人
が
、
ル
ワ
ン
ダ
と
の
I
C
T
連
携
の

可
能
性
を
探
り
に
視
察
に
訪
れ
て
い
た

の
だ
。
皆
の
視
線
が
一
人
の
ル
ワ
ン
ダ

の
青
年
に
注
が
れ
る
。

　「
僕
た
ち
が
提
供
す
る
物
流
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
G
P
S

（
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ッ

ク
の
位
置
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
追

跡
で
き
ま
す
。
運
転
手
と
も
連
絡
を
取

れ
る
た
め
、
物
流
の
効
率
性
改
善
に
役

立
ち
ま
す
」。
説
明
が
終
わ
る
と
、
青
年

と
神
戸
市
の
I
C
T
企
業
代
表
者
ら
が

名
刺
交
換
を
始
め
た
。

　
H
e
H
e 

L
a
b
s
は
、
ア
プ
リ
開
発

で
自
社
事
業
を
展
開
す
る
傍
ら
、
高
校

生
を
含
む
起
業
家
の
卵
た
ち
に
技
術
的

な
指
導
や
事
業
化
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
支
援
も
手
掛
け
て
い
る
。
晴

れ
て
起
業
に
成
功
し
た
場
合
は
、
事
業

利
益
の
20
％
を
継
続
的
に
H
e
H
e

L
a
b
s
に
還
元
す
る
仕
組
み
だ
。

　
代
表
取
締
役
の
ク
ラ
リ
ス
・
イ
リ
バ

ギ
ザ
さ
ん
は
、
現
在
K
I
C
に
留
学
中

の
ム
ガ
ル
ラ
さ
ん
ら
と
共
同
で
２
０
１

０
年
に
H
e
H
e 

L
a
bs
を
設
立
。
二

人
は
、
２
０
１
２
年
に
J
I
C
A
の
支

援
を
通
じ
て
、
K
I
C
で
２
カ
月
間
の

研
修
を
受
け
て
い
る
。「
K
I
C
で
学
ん

だ
探
究
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
手
法
を
H
e

H
e 

L
a
b
s
の
社
員
や
起
業
家
た
ち

に
伝
え
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
誰
か
ら
で
も
生
ま
れ
得
る
も
の
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
に
は
、
若
い
世
代

が
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
か
ら
支
援
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
」
と
、
ク
ラ
リ
ス
さ
ん
は

強
調
す
る
。

　
視
察
団
の
一
人
、
レ
ッ
ク
ス
バ
ー
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
の

田
中
秀
和
代
表
取
締
役
は
、
ル
ワ
ン
ダ

と
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
事
業
の
先
駆
者

だ
。
田
中
さ
ん
は
、「
知
人
に
ル
ワ
ン
ダ
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
ア
プ
リ
開
発
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
仕
事
の
一
部
を
彼
に

委
託
し
て
み
る
と
、
技
術
力
と
仕
事
の

仕
方
の
両
面
で
、
日
本
の
要
求
水
準
で

一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
分
か
っ
た
の
で
す
」
と
話
す
。

　
田
中
さ
ん
は
、
こ
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開

発
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
２
０
１

４
年
に
キ
ガ
リ
に
W
i
r
e
d
I
n
社
を

設
立
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ル
ワ
ン
ダ
人
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
同
社
の
代
表
取
締
役
を

務
め
る
一
方
、
田
中
さ
ん
は
そ
の
日
本

支
社
を
経
営
す
る
。
W
i
r
e
d
I
n
キ

ガ
リ
本
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
す
る
現
地

の
大
学
生
の
中
に
は
、
同
社
の
推
薦
を

受
け
て
、
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
応

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が

神
戸
に
撒
い
た
I
C
T
連
携
の
種

I
C
T
産
業
振
興
の
ノ
ウ
ハ
ウ
　

ル
ワ
ン
ダ
モ
デ
ル
を
ア
フ
リ
カ
展
開

特集 
近づく、アフリカ

や
久
元
市
長
、
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
は
ク
ラ

リ
ス
さ
ん
や
I
C
T
商
工
会
議
所
の
ア

レ
ッ
ク
ス
・
ナ
タ
レ
所
長
、
関
係
省
庁

の
大
臣
な
ど
が
参
加
。
さ
ら
に
、
F
a
b

L
a
b
提
唱
者
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
の
教
授
も
出
席
す
る
な
ど
、

国
を
超
え
て
産
官
学
の
主
要
な
関
係
者

ら
が
一
堂
に
会
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、「
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
経

済
成
長
を
維
持
・
拡
大
す
る
に
は
、
I
C

T
強
化
が
必
須
で
す
」
と
ク
ラ
ベ
ー
ル
・

ガ
テ
テ
財
務
・
経
済
計
画
大
臣
。
久
元

市
長
も
、
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通

じ
た
人
材
育
成
協
力
は
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
と
神
戸
市
、
双
方
の
I
C
T
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
神
戸
市
は
今
、
ル
ワ
ン
ダ
や
ア
フ
リ

カ
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
積
極
的
に
主
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

K
I
C
と
地
元
の
I
C
T
企
業
が
連
携

し
、
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T
分
野
の
教
師

向
け
に
、
実
践
的
な
技
術
を
教
授
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
を
展
開
す
る
計
画
も

あ
る
と
い
う
。

　「
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
通
じ
た
神

戸
市
と
ル
ワ
ン
ダ
の
大
連
携
は
、
志
と

役
割
認
識
を
持
っ
た
両
国
の
多
様
な
ア

ク
タ
ー
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
築
き
上
げ

ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
留
学
生
に
と

っ
て
は
、
卒
業
し
て
か
ら
が
本
番
で
す
。

社
会
の
〝
困
っ
た
〞
を
、
思
い
描
い
た

仮
説
で
検
証
し
、
解
決
に
導
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」。
そ
う
語
る
福
岡
副
学

長
は
、
こ
の
I
C
T
連
携
が
生
む
可
能

性
あ
ふ
れ
る
未
来
を
確
信
し
て
い
た
。

（
編
集
部
　
湯
澤
絵
里
子
）

ムガルラさんがKICで
研究・開発を進める、
健康状態の初期診
断アプリケーション。
今年２月に母国ルワ
ンダの地方部を視察
した結果、クリニック
での利用の可能性も
あることが分かった

HeHe Labsで名刺交換するルワンダの起業
家と日本側のICT企業代表。今回の視察は、
新たなビジネスチャンス発掘の機会となった

特集 
近づく、アフリカ

募
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
、

日
本
の
修
士
課
程
で
学
ぶ
傍
ら
、
W
i
r

e
d
I
n
日
本
支
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を

し
、
帰
国
後
は
キ
ガ
リ
本
社
を
は
じ
め

と
す
る
I
C
T
企
業
で
、
プ
ロ
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
羽
ば
た
く
の
だ
。

　
５
月
12
日
、
I
C
T
起
業
家
を
目
指

す
若
者
を
支
援
す
る
k
―
L
a
b
の
隣

で
〝
F
a
b
L
a
b
〞
が
開
所
式
を
迎
え

た
。
F
a
b
L
a
b
は
、
製
品
の
試
作
品

な
ど
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
づ
く

り
の
場
。
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す

る
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
k
―

L
a
b
と
連
動
し
、
相
乗
効
果
を
上
げ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

製
造
業
で
は
製
造
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
み
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
い
う
。

　
１
０
０
人
を
超
え
る
関
係
者
が
詰
め

掛
け
た
開
所
式
で
は
、
３
D
プ
リ
ン
タ

ー
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使
い
、

地
元
の
若
者
た
ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製

品
作
り
に
い
そ
し
ん
で
い
た
。

　
こ
れ
ら
多
方
面
の
取
り
組
み
で
若
者

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す
る
ル

ワ
ン
ダ
。
そ
の
知
見
を
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
移
転
す
べ
く
、
同
日
、
キ
ガ
リ
で
有

識
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）

ア
フ
リ
カ
会
合
の
サ
イ
ド
・
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
J
I
C
A
が
主
催
し
た
こ
の
会

合
に
は
、
日
本
側
か
ら
は
山
中
専
門
家

ら
、〝
ア
フ
リ
カ
の
奇
跡
〞
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
の
経
済
成
長
を
遂
げ
た
ル
ワ
ン
ダ
。

そ
ん
な
同
国
が
、
２
０
０
０
年
代
初
頭

か
ら
標
榜
す
る
の
が
、
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
立
国
だ
。

　「
私
が
初
め
て
ル
ワ
ン
ダ
を
訪
れ
た
２

０
０
９
年
、
ア
フ
リ
カ
随
一
の
I
C
T

環
境
を
目
指
し
て
通
信
網
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
活
用
で

き
る
人
材
や
組
織
、
企
業
の
育
成
が
課

題
で
し
た
」。
そ
う
振
り
返
る
の
は
、

J
I
C
A
専
門
家
と
し
て
I
C
T
を
通

じ
た
社
会
・
経
済
開
発
を
支
援
す
る
山

I
C
T
で
革
新
を
起
こ
せ
！

国
を
超
え
た
産
官
学
の
大
連
携

ら
、
ア
フ
リ
カ
、
中
で
も
ル
ワ
ン
ダ
に

お
け
る
I
C
T
の
潜
在
力
に
着
目
し
て

い
た
福
岡
副
学
長
は
、
K
I
C
と
同
国

の
連
携
を
け
ん
引
す
る
開
拓
者
だ
。

　
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
K
I
C
に

留
学
中
の
ム
ガ
ル
ラ
・
ア
ミ
リ
さ
ん
は
、

医
療
分
野
の
ア
プ
リ
開
発
研
究
に
打
ち

込
む
。「
ル
ワ
ン
ダ
に
は
、
家
庭
を
訪
問

し
て
簡
単
な
診
療
な
ど
を
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
が
村
ご
と

に
い
ま
す
。
で
も
、
地
方
部
で
は
機
材

が
不
足
し
て
い
て
、
大
き
な
病
院
か
ら

も
離
れ
て
い
る
た
め
、
満
足
に
診
療
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
」。
そ
う
話
し
な
が
ら
、

彼
は
小
型
の
セ
ン
サ
ー
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
取
り
出
し
た
。

　「
こ
の
セ
ン
サ
ー
を
指
に
挟
ん
で
、
心

拍
数
、
体
温
、
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
を

測
り
ま
す
。
こ
れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
接
続
し
、
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と

で
計
測
値
や
グ
ラ
フ
が
見
ら
れ
、
結
果

も
自
動
分
析
さ
れ
ま
す
。
ヘ
ル
ス
ワ
ー

カ
ー
が
デ
ー
タ
を
病
院
に
送
れ
ば
、
医

師
に
よ
る
正
式
な
診
断
も
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
」。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
既
に
H
e
H
e 

L
a
b
s

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
企
業
を

立
ち
上
げ
て
い
る
ム
ガ
ル
ラ
さ
ん
は
、

「
帰
国
後
、
保
健
省
か
ら
投
資
を
受
け
ら

れ
れ
ば
、
事
業
化
を
進
め
て
遠
隔
地
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
日
本
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
側
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
。
避
雷

器
の
製
造
・
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
中

小
企
業
・
音
羽
電
機
工
業
株
式
会
社
は
、

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
立
国
を
掲
げ
る
ア
フ
リ
カ
の
小
国
・
ル
ワ
ン
ダ
。

同
国
か
ら
多
く
の
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
留
学
す
る
神
戸
情
報
大
学
院
大
学
は
、

日
本
政
府
が
ア
フ
リ
カ
の
産
業
人
材
育
成
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

〝
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
〞
の
受
け
入
れ
先
の
一
つ
だ
。

同
学
と
ル
ワ
ン
ダ
の
つ
な
が
り
は
、
市
や
地
元
企
業
に
広
が
り
、

I
C
T
で
共
に
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
壮
大
な
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

ア
　
ベ

ア

　ベ

企業

大学 ICT商工会議所

福岡副学長

KIC留学中の
ムガルラさん

久元市長

神戸市キガリ

ICT人材育成・産業促進
に関する連携協定

オフショア開発

ICTによる課題解決に
向けた共同宣言

インターンの
受け入れ

etc...etc...

日本アフリカ
ルワンダ

クラリス
代表取締役

アレックス
所長

第三次国家ICT戦略

山中専門家
（ICT 政策上級顧問）

＜アフリカの産業人材育成のための修士課程とインターンシップの留学プログラム＞

ABEイニシアチブ

スキルを身に付けたアフリカの学生が、日本とアフリカをつなぐ人材として活躍

目指せ、ICT立国！
“ICT×アフリカ”で地方創生！

■ABEイニシアチブを通じた神戸市とキガリのICT連携

修士留学生の
受け入れ

　　
ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
は
、
幾
重

に
も
連
な
る
丘
の
斜
面
に
広
が
る
。
街

は
独
特
の
地
形
の
美
し
さ
に
加
え
、
秩

序
と
清
潔
感
を
保
ち
、
自
分
の
頭
の
中

の
〝
ア
フ
リ
カ
〞
が
現
実
よ
り
二
歩
も

三
歩
も
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
わ

ず
か
20
余
年
前
、
こ
の
地
で
人
口
の
１

割
以
上
も
の
命
が
失
わ
れ
る
内
戦
が
起

き
た
こ
と
は
、
今
は
想
像
に
難
い
。

　
経
済
産
業
基
盤
が
崩
壊
し
た
状
態
か

ア
フ
リ
カ
の
奇
跡
と
呼
ば
れ
た
国
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
立
国
へ
の
ス
タ
ー
ト

ル
ワ
ン
ダ
×
神
戸

両
輪
で
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ABEイニシアチブを通じて
KICに留学中のルワンダ
の学生たち。農業や災害
対策、アニメなど、さまざま
な分野でICTの活用を目
指す

k-Labに集まるキガリの
若者たち。ICT商工会
議所の会員企業などか
ら講師が訪れ、週に数
回、ビジネスセミナーな
ども開催される

ワ
イ
ヤ
ー
ド
　
イ
ン

フ
ァ
ブ
　
ラ
ボ

ICT企業

キガリ

定
を
支
援
し
た
。
産
官
学
の
利
害
関
係

者
を
集
め
、
８
カ
月
間
か
け
て
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
を
集
約
し
た
戦
略
づ
く
り

を
徹
底
。
２
０
１
１
年
に
実
現
し
た

I
C
T
商
工
会
議
所
の
設
置
は
、
そ
の

成
果
の
一
つ
だ
。

　
I
C
T
商
工
会
議
は
翌
年
、
若
い
世

代
の
I
C
T
起
業
家
の
育
成
と
交
流
の

場
と
し
て
、
J
I
C
A
の
支
援
の
下
、

〝
k
―
L
a
b
〞
を
設
置
し
た
。
大
学
生

な
ど
が
起
業
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

功
し
つ
つ
あ
る
な
ど
、
I
C
T
人
材
が

着
実
に
育
ち
つ
つ
あ
る
。

ケ
ー
　
ラ
ボ

ヘ
　
　  

ヘ
　
　
　 

ラ
　
　   

ボ

※African Business Educatuion Initiative for Youth

FabLabの３Ｄプリンターで農業用の土壌測定器の試作品を作る学
生。世界各国のFabLabは、ネットワーク化により知識やデザインを
共有している。ものづくりの国際標準化が進む
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南
ス
ー
ダ
ン
を
流
れ
る
ナ
イ
ル
川

に
、
新
た
な
橋
を
架
け
る
―
―
。
２
０

１
２
年
に
日
本
の
協
力
の
下
に
始
ま
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
格
的
な
工
事

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
紛
争

の
発
生
に
よ
り
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。そ
れ
か
ら
約
１
年
後
の
昨
年
３
月
、

多
く
の
人
々
が
待
ち
望
ん
で
い
た
建
設

工
事
が
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
た
。

　
起
工
式
に
は
、
同
国
の
大
統
領
や
大

臣
ら
を
は
じ
め
と
す
る
４
０
０
人
以
上

が
出
席
し
、
注
目
度
の
高
さ
を
う
か
が

わ
せ
た
。
そ
ん
な
中
、
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
和
太
鼓
の
演
奏
で
会
場
を
沸
か
せ
た

の
は
、
日
本
の
自
衛
隊
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
隊
員
た
ち
だ
。
実
は
、
彼
ら
は

さ
ま
ざ
ま
な
政
府
開
発
援
助（
O
D
A
）

事
業
と
連
携
を
図
り
、
同
国
の
〝
国
づ

く
り
〞
を
支
援
し
て
き
た
。

　
長
年
に
わ
た
る
内
戦
を
経
て
11
年
に

独
立
を
果
た
し
た
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
、

国
内
の
政
治
的
な
混
乱
の
解
決
が
大
き

な
課
題
だ
。「
平
和
と
安
定
の
実
現
の

た
め
、
国
際
社
会
全
体
が
協
力
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
考
え
の

下
、
日
本
は
同
国
に
自
衛
隊
の
派
遣
を

続
け
て
お
り
、
現
在
３
０
０
人
以
上
が

活
動
し
て
い
る
。
国
連
平
和
維
持
活
動

（
P
K
O
）と
O
D
A
の
連
携
が
始
ま

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
J
I
C

A
事
業
と
し
て
首
都
ジ
ュ
バ
市
の
浄
水

施
設
の
拡
張
な
ど
を
支
援
し
た
こ
と
。

平
和
と
安
定
の
た
め
に

自
衛
隊
と
連
携
す
る
意
義

そ
の
際
、
予
算
や
技
術
不
足
の
問
題
を

抱
え
る
同
国
政
府
に
代
わ
り
、
自
衛
隊

が
老
朽
施
設
の
撤
去
作
業
に
あ
た
っ
た

こ
と
で
、
予
定
通
り
建
設
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　
ジ
ュ
バ
市
に
お
け
る
道
路
の
維
持
管

理
能
力
を
強
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
、
P
K
O
と
O
D
A
の
連
携
が
実
現

し
た
。
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
ほ
と
ん
ど
の

道
路
が
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
雨
期
に

は
至
る
所
で
冠
水
が
起
き
て
い
た
。
そ

の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
国
内
の
幹
線

道
路
の
整
備
を
担
当
す
る
運
輸
道
路
橋

梁
省
（
M
T
R
B
）
と
、
ジ
ュ
バ
市
内

の
道
路
整
備
を
担
当
す
る
中
央
エ
ク
ア

ト
リ
ア
州
イ
ン
フ
ラ
省
（
Mo
P
I
）
が

ぜ
い
弱
で
あ
る
こ
と
。
そ
こ
で
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
両
省
の
人
材
育
成

に
主
眼
を
置
き
、
道
路
の
点
検
、
設
計
、

維
持
、
修
繕
工
法
な
ど
の
技
術
移
転
に

加
え
、
道
路
行
政
に
関
す
る
政
策
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
支
援
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　「
当
初
、
M
o
P
I
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
低
さ
に
面
食
ら
い
ま
し
た
。

復
興
を
支
え
る
生
命
線

技
術
を
伝
え
な
が
ら
整
備
す
る

が
こ
れ
か
ら
加
速
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
同
市
内
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る

た
め
に
も
、
新
し
い
橋
の
建
設
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
２
０
１
８
年
中
旬
ま
で
の
完

工
を
目
標
に
、
総
延
長
５
６
０
メ
ー
ト

ル
の
橋
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

常
駐
監
理
者
を
務
め
る
梅
田
さ
ん
は
、

「
現
場
の
地
質
条
件
は
予
想
以
上
に
難

し
い
」
と
話
す
が
、
施
工
業
者
と
協
力

し
な
が
ら
工
程
の
効
率
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
建
設
に
あ
た
っ
て
約
２

０
０
人
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
が
生

ま
れ
て
お
り
、
梅
田
さ
ん
は
、
日
々
の

業
務
の
中
で
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
技
術

移
転
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
市
内
の

大
学
に
通
う
土
木
工
学
科
の
学
生
を
対

象
に
、
実
際
の
建
設
現
場
を
見
て
土
木

技
術
や
施
工
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
う
研
修
機
会
も
設
け
て
い
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
や
水
路
の
完
成
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
心
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
場
面
に
立
ち
会
っ
て
き
た
梅
田
さ
ん

は
、「
架
橋
建
設
の
進
捗
状
況
や
そ
の

日
の
作
業
を
考
え
る
と
、
毎
朝
起
き
る

の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
。
橋
が
完
成
し

た
達
成
感
を
味
わ
え
る
日
が
来
る
の
が

待
ち
遠
し
い
で
す
」
と
語
る
。

　
世
界
で
最
も
新
し
い
国
の
平
和
と
安

定
の
た
め
に
―
―
。
応
急
的
な
復
旧
支

援
を
行
う
P
K
O
と
、
持
続
的
な
社
会

の
実
現
を
目
指
す
O
D
A
と
が
一
体
と

な
っ
た
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
国

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

新ナイル架橋の起工式で、
和太鼓の演奏を披露する自
衛隊の隊員たち

特集 
近づく、アフリカ

背
景
に
は
、
給
与
の
遅
配
や
、
予
算
不

足
に
よ
り
職
員
が
工
事
の
経
験
を
十
分

に
積
め
な
い
と
い
っ
た
、
国
の
構
造
的

な
事
情
が
あ
り
ま
す
」。
こ
う
話
す
の

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
施
工
管
理
に
関

す
る
技
術
指
導
を
担
当
し
た
、
開
発
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
勤
務
の
梅
田
典

夫
さ
ん
だ
。
梅
田
さ
ん
は
、
職
員
の
意

識
を
高
め
よ
う
と
日
々
説
得
を
続
け
な

が
ら
、
道
路
の
品
質
管
理
や
施
工
管
理

の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
た
。ま
た
、

自
衛
隊
の
隊
員
た
ち
も
M
o
P
I
職
員

と
協
力
し
な
が
ら
、
地
盤
や
排
水
溝
の

整
備
な
ど
を
行
っ
た
。そ
ん
な
あ
る
日
、

職
員
の
目
の
色
が
変
わ
る
瞬
間
が
訪
れ

た
。「
完
成
し
た
横
断
歩
道
を
地
元
の

子
ど
も
た
ち
が
う
れ
し
そ
う
に
渡
っ
て

い
る
姿
を
見
て
か
ら
、
彼
ら
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
始
め
た
の
で
す
」

と
梅
田
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
国
の
経

済
成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
に
重
要
な

の
が
、
新
ナ
イ
ル
架
橋
の
建
設
だ
。

ジ
ュ
バ
市
か
ら
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都

カ
ン
パ
ラ
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ

ビ
、
さ
ら
に
ケ
ニ
ア
の
モ
ン
バ
サ

港
ま
で
を
結
ぶ
国
際
幹
線
は
、
復

興
を
支
え
る
生
命
線
と
も
言
え

る
が
、
ジ
ュ
バ
市
に
至
る
に
は

ナ
イ
ル
川
を
越
え
る
必
要
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
ナ
イ
ル
川
に

架
か
る
橋
は
一
カ
所
の
み
で
、

老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。
物

流
や
投
資
を
促
進
す
る
た
め
、

ま
た
、
人
口
増
加
の
ペ
ー
ス

土のうを使用して道路を
修繕する様子

建設が進む新しいナイル架橋。
南スーダンの経済成長につな
がることが期待されている

自衛隊と連携してジュバ市内の
道路の補修工事を実施。自衛
隊が所有する重機を使用した

South Sudan
南スーダンfrom

国づくりを象徴する希望の橋
2011年にアフリカ54番目の独立国として誕生した南スーダンは、
長年にわたる内戦の影響により、インフラの整備が立ち遅れている。

国際社会が一丸となって同国の“国づくり”に取り組む中、
日本は自衛隊とも連携したオールジャパンによる協力を続けている。　　　　

ジュバ市

ナイル架橋の建設現場には、地元の
小学生たちが社会科見学にも訪れる
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　「
ガ
ー
ナ
で
は
、
雨
期
に
入
る
と
例

年
、
コ
レ
ラ
が
大
流
行
す
る
の
で
す
。

コ
レ
ラ
の
感
染
は
、
主
に
排
せ
つ
物
に

混
じ
っ
た
菌
が
何
ら
か
の
形
で
水
や
食

物
を
汚
染
し
、
そ
れ
が
人
間
の
口
に
入

る
こ
と
で
起
き
ま
す
。
雨
期
に
な
る
と

下
水
が
雨
水
で
あ
ふ
れ
て
、
上
水
道
と

混
ざ
っ
て
し
ま
い
、
流
行
経
路
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
下
水
の
整
備
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
現
在
、
同
国
の
公
的

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
「
ガ
ー
ナ

保
健
サ
ー
ビ
ス
」
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
青
木
恒
憲
さ
ん
だ
。「
ガ
ー
ナ

に
限
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
で
は
患
者
数
や

症
状
を
政
府
が
迅
速
に
把
握
で
き
る
よ

う
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
体
制
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
流
行
が
始
ま
っ
て

も
対
策
が
遅
れ
が
ち
で
す
」

　
日
本
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
狂
犬
病
や

マ
ラ
リ
ア
、
コ
レ
ラ
な
ど
、
数
々
の
感

染
症
撲
滅
を
実
現
し
て
き
た
。
積
み
重

ね
て
き
た
知
識
と
経
験
を
共
有
す
る
こ

と
は
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
を
感
染
症
か

ら
守
る
一
助
と
な
る
。
そ
し
て
、
西
ア

フ
リ
カ
で
日
本
の
知
見
を
共
有
す
る
拠

点
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
野
口
記
念
医

学
研
究
所
（
野
口
研
）
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
か
ら
50
年
前
の
１
９

６
６
年
に
、
医
療
協
力
調
査
派
遣
団
を

送
り
込
ん
だ
の
を
皮
切
り
に
、
基
礎
医

学
分
野
で
ガ
ー
ナ
が
独
自
の
研
究
業
務

を
手
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
79
年
に
は
ガ
ー
ナ
大
学

医
学
部
付
属
機
関
と
し
て
野
口
研
を
開

設
。
以
後
、
日
本
各
地
の
大
学
や
研
究

機
関
の
協
力
を
経
て
、
ウ
イ
ル
ス
学
や

感
染
症
、
免
疫
学
な
ど
、
多
彩
な
分
野

の
技
術
協
力
を
展
開
し
て
き
た
。
支
援

初
期
に
は
、
野
口
英
世
の
出
身
地
と
い

う
縁
か
ら
福
島
県
立
医
科
大
学
が
協
力

の
中
心
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災
の
際

に
は
野
口
研
の
有
志
が
被
災
者
に
ガ
ー

ナ
産
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
な
ど
、

日
本
と
の
つ
な
が
り
は
深
い
。

イ
ン
フ
ル
か
ら
エ
ボ
ラ
ま
で

西
ア
フ
リ
カ
の
観
測
塔

フ
ォ
教
授
は
、「
99
年
に
Ｐ
３
ラ
ボ
が

で
き
た
こ
と
は
、
感
染
症
の
研
究
・
対

策
に
と
っ
て
画
期
的
で
し
た
。
エ
ボ
ラ

ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
で
も
、
ガ
ー
ナ
の

み
な
ら
ず
周
辺
の
国
か
ら
検
体
の
分
析

を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
全
て
陰
性
だ
っ
た
と
は
い

え
、
対
応
に
貢
献
で
き
ま
し
た
」
と
語

る
。
同
じ
く
西
ア
フ
リ
カ
で
流
行
す
る

ラ
ッ
サ
熱
に
つ
い
て
も
、
野
口
研
が
周

辺
国
の
検
体
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ

と
で
、
ま
ん
延
を
早
期
に
食
い
止
め
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
今
後
、
日
本
と
ガ
ー
ナ
は
、
野
口
研

の
さ
ら
な
る
活
動
範
囲
の
拡
大
に
向
け

て
力
を
合
わ
せ
て
い
く
。
新
た
な
Ｂ
Ｓ

Ｌ―

３
実
験
室
を
含
む
最
先
端
の
感
染

症
研
究
セ
ン
タ
ー
を
新
築
す
る
ほ
か
、

感
染
症
の
動
向
調
査
体
制
の
強
化
に
向

け
て
日
本
の
大
学
や
病
院
、
国
立
感
染

症
研
究
所
と
共
に
共
同
研
究
も
始
め
て

い
る
。

　
感
染
症
の
危
険
か
ら
人
々
を
守
る
た

め
に
、
野
口
英
世
の
遺
志
を
継
い
だ
協

力
は
続
く
。

特集 
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数
あ
る
協
力
の
中
で
も
、
99
年
に
開

設
さ
れ
た
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
レ
ベ

ル
３
（
Ｂ
Ｓ
Ｌ―

３
）
実
験
棟
、
通
称

Ｐ
３
ラ
ボ
は
、
長
年
、
西
ア
フ
リ
カ
で

唯
一
の
封
じ
込
め
実
験
室
と
し
て
、
近

隣
各
国
を
含
む
西
ア
フ
リ
カ
地
域
の
感

染
症
対
策
の
要
と
な
っ
て
き
た
。

　「
今
年
、
ガ
ー
ナ
で
は
、
サ
ハ
ラ
砂

漠
以
南
の
ア
フ
リ
カ
中
部
に
多
い
細
菌

性
髄
膜
炎
が
流
行
し
、
感
染
疑
い
が
あ

る
人
は
２
０
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

そ
の
際
、
流
行
し
て
い
る
細
菌
の
種
類

を
同
定
し
て
、
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
を

食
い
止
め
た
の
が
、
野
口
研
で
す
」
と

青
木
さ
ん
は
語
る
。

　
同
研
究
所
ウ
イ
ル
ス
学
部
長
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ア
ン
ポ
フ
ォ
教
授
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
ガ
ー
ナ
で
初
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル

ス
の
検
出
や
、
同
じ
く
ガ
ー
ナ
初
の
ラ

ッ
サ
熱
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
例
の
特
定
、

国
内
で
飼
育
さ
れ
る
ニ
ワ
ト
リ
か
ら
の

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ

１
の
同
定
な
ど
の
実
績
を
持
つ
。２
０
１

４
年
に
西
ア
フ
リ
カ
で
発
生
し
た
エ
ボ

ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
ー

ク
で
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
発
生
地
で
あ
る

ギ
ニ
ア
の
コ
ナ
ク
リ
に
派
遣
さ
れ
た
、

感
染
症
対
策
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。

　
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
博
士
号
を
取

得
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
長
年
手
を
携
え
て

同
国
の
感
染
症
と
闘
っ
て
き
た
ア
ン
ポ

地域保健師詰め所の掲示板。担当区域の
年代別住民数などに並んで、マラリアやギニ
アワームなどの啓発ポスターが貼られていた

雨期のスコールは激しく、
道が水たまりになることも

日本の協力で建てられた野口研のP3ラボ
（上）。入り口には野口英世のレリーフがあ
る（下）

Ghana
ガーナfrom

　　　　

アクラ

野口研で多くの感染症に立ち向
かってきたアンポフォ教授

　
　
　
　
　
　
　

　
赤
道
付
近
を
中
心
に
、
ア
フ
リ
カ
や

中
南
米
の
い
く
つ
か
の
国
に
は
、
一
枚

の
黄
色
い
紙
が
な
け
れ
ば
出
入
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。見
た
目
通
り
に〝
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
〞
と
呼
ば
れ
る
こ
の
紙

は
、
黄
熱
病
の
予
防
接
種
証
明
書
だ
。

黄
熱
病
は
野
口
英
世
の
命
を
奪
っ
た
病

だ
と
言
え
ば
、
ぴ
ん
と
来
る
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
蚊
を
介
し
て
伝
染
し
、
発
症

す
れ
ば
死
亡
率
は
２
割
を
超
え
る
危
険

な
病
だ
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
で
流
行

し
て
い
る
病
気
は
こ
れ
ば
か
り
で
は
な

い
。 日

本
人
の
名
を
冠
す
る
研
究
所

ア
フ
リ
カ
の
病
と
向
き
合
う

感染症対策の最前線で
2015年のノーベル医学・生理学賞を受賞した大村智さん。

その業績を代表するイベルメクチンの発見と開発は、
アフリカや南米の多くの人を失明の危険から救ったが、

他にもアフリカの人たちがさらされている危険な感染症は多数ある。
西アフリカにおける感染症対策の最前線が、ガーナにあった。
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日

“ヘルシーキオスク”で生活習慣病予防

株式会社キャンサースキャン

本と世界の公衆衛生の向上を目指して設
立された株式会社キャンサースキャン

は、がん検診の受診率向上に向けたマーケティ
ングに取り組んできた。同社がアフリカに設立し
た子会社アフリカスキャンでは、ケニアに進出す
る日本企業の支援と並行して、「ブルースプーン

キオスク」と呼ばれる雑貨小売店を運営して、一
般消費者の消費行動を分析している。
　その中で見えてきたのは、炭水化物や砂糖の
消費が多く、生活習慣病のリスクが高まりつつあ
ることや、それを受けて「スリムになりたい」と思
う人が増えてきたことだ。そこで、ブルースプーン
キオスクをハブに無料の簡易健康診断や運動ク
ラブを始めたところ、予想以上に肥満・高血圧が
多いことが分かったという。
　ケニアの人々にとっても健康診断や運動の機
会は貴重で、人の集まりは上々だという。そこで、
健康診断や運動クラブに加えて、健康に良いお
茶の販売やダイエットコンテストなど、さまざま
な試みを行っている。今後は健康の拠点“ヘル
シーキオスク”として、健康促進とビジネスの両
立を目指す。

農

特殊な節水技術で農業を支援

株式会社鳥取再資源化研究所

業が国の経済にとって重要な位置を占めるモロッコで
は、乾燥地域が多い上、気候変動による降水量の減少も

見込まれていることから、水の持続的な利用が課題となってい
る。野菜の生産が盛んなスス・マッサ地域では、少量の水を効果
的に使う点滴灌漑が普及しているものの、水不足の解消には至っ
ていない。こうした中、同地域の節水に期待がかかるのが、株式
会社鳥取再資源化研究所が開発した土壌改良材「ポーラスα」
だ。ポーラスαは廃ガラスを原料とする同社独自の多孔質素材
で、土壌に混合して使用すると、多数の細孔に水が蓄えられて土
壌の保水性が高まる上、環境負荷も少ない。
　昨年、現地の農業開発公団の試験農場でトマトとインゲンの試
験栽培を行った結果、いずれも必要な水量を半分に削減させる

地元の人たちの生活を支えるブルースプーン
キオスクで、健康も支えることを目指す

試験農場でのトマト
の苗の植え付け

電解水を活用した手
指洗浄装置で手を
洗う病院スタッフ

現地の水田で行われ
た生育調査

マダガスカルの農園
を訪れた土屋シェフ

〝
可
能
性
の
大
陸
〞に
挑
む
企
業

産地直送ショコラを日本へ

有限会社テオブロマ

国 内外で修行を積み、1999年、代々木に「ミュゼ・ドゥ・ショコラ テオ
ブロマ」を開いた土屋公二シェフ。世界各地のカカオ農園を視察す

る中で、小規模農家の生計向上と高品質のカカオ豆の調達を両立させた
いと考えるようになった。
　カカオ豆の流通は大手企業が一括で担っていることが多い。ショコラ
ティエが直接農園からカカオ豆を買う仕組みができれば、農家はより高く
カカオ豆を販売し、ショコラティエは出所と品質の確かな豆が得られる。
　「カカオ豆の味は収穫後の発酵が決め手。小規模農家が集まって組合を
作り、発酵を共同で管理すれば、まとまった量の高品質カカオ豆が生産で
きます。自分で豆からチョコレートを作るショコラティエが増えつつある

今、品質の高いカカオ豆の
需要も増えています。農家
が良いものを作れば、高く
売れるのです」と土屋シェフ
は語る。
　マダガスカル産のカカオ
豆で作ったチョコレートは
鮮やかな酸味があり、食べ
た後にドライフルーツのよ
うな後味が残る。神々の食
べ物と呼ばれた美味を通じ
て、二つの島国がつながる。

ことに成功。収穫量もそれぞれ20%以上増加した。今年の夏は、
現地農家の畑でも試験利用が始まる。対象作物の拡大や、ポーラ
スαの現地での製造・販売体制の構築も目指していく方針だ。

「ア

電解水で病院の衛生環境を改善

株式会社ジー・イー・エス

フリカの子どもたちに安全な水を届ける」という企業理念
のもと、1989年に設立した株式会社ジー・イー・エス。91

年にコンテナ型の浄水装置をケニアに寄贈して以来、飲料水だ
けでなく、さまざまな分野の取り組みを同国で行ってきた。その
一つが、同社が開発した除菌効果の高い中性電解水を活用した
手指洗浄装置を、キムス市内の病院に取り付け、衛生環境の改善
を目指すプロジェクトだ。
　妊産婦と5歳未満児の感染症による死亡が問題となっているケ
ニアでは、病院のスタッフが手を洗う際、きちんと消毒手順を踏
んでいないという実態があった。そこで、同装置を新生児室や小
児科など4カ所に設置し、手洗いの手順や改善策について指導す
るワークショップを行った。この他、大型の電解水生成装置も設

置し、病棟を清掃する際の霧吹きや拭き取りなどに活用してい
る。今後は他の病院への展開も視野に、同社独自の電気分解処
理技術の普及を目指す。

ザ

土壌・肥料に関する知見を生かす

株式会社ジャパンバイオファーム

ンビアでは、全人口の６割以上が農業に従事しているが、
１ヘクタール程度の小規模農家が圧倒的に多く、農村部

の貧困率は高い水準にある。株式会社ジャパンバイオファーム
は、日本国内で培った土壌分析や施肥設計に関する知見を生か
し、こうした小規模農家の生産性の向上を目指すプロジェクトを
行っている。
　現地では、化成肥料の効果が発揮されない特性を持つ土壌が
広範囲に存在するため、プロジェクトでは化成肥料に鶏糞を組み
合わせた栽培試験が行われている。また、農業技術を広く普及す
る体制を整えるため、ワークショップやニーズ調査も進められて
いる。同国の1ヘクタールあたりのトウモロコシ収穫量の平均が
2.5トンなのに対し、指導を受けた農家の中に10トンの実績を上

げた例や、小規模農家から10ヘクタール程度の中規模農家に成
長した例もある。農家に対する肥料の前渡しシステムなど、農業
技術の普及制度を実用化することが同社の目標だ。
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年
、
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な
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ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
そ
う
と
す
る
企
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が
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ア
フ
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カ
に
熱
い
視
線
を
注
い
で
い
る
。
日
本
で
培
っ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

ア
フ
リ
カ
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
開
発
協
力
を
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て
い
る
５
つ
の
企
業
を
紹
介
し
よ
う
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